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新穂地域づくり協議会 生活安心部会 

新穂地域の防災について 地域住民と行政が話し合う
円卓会議の参加者を募集します !! 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

安安安心心心安安安全全全ででで   温温温かかかいいい新新新穂穂穂ををを   みみみんんんなななでででつつつくくくるるる   

  

佐渡市は今、東日本大震災などの発生を踏まえて「地域防災計画」の見直しを進めています。 

 私たちは、もしも災害が起きたとき、どのような行動をとるべきでしょうか。 

 また、普段から家庭や地域で、災害に備えておくべきことは何でしょうか。 

 従来、防災計画としては国レベルの総合的かつ長期的な計画である防災基本計画と、地方レベルの都道府県

及び市町村の地域防災計画を定め、それぞれのレベルで防災活動を実施してきました。 

 しかし、東日本大震災において、自助、共助及び公助があわさって初めて大規模広域災害後の災害対策がう

まく働くことが強く認識されました。 

 

 「私たちの地域で災害が発生したら」 

「地域防災計画」や「ハザードマップ」等についての理解を深めることはもとより、そのための準備と災害

時の行動計画をみんなでつくり実践することにより、地域の防災力を高め、自らの命と地域を守ることができ

ます。 

  

 新穂地域づくり協議会では、以上のような観点から、「新穂地域の防災について地域住民と行政が話し合

う円卓会議」を佐渡市と連携・協働して開催しますので、積極的なご参加をお願いします。 
 

～ 円卓会議開催計画 ～ 

■ テーマ / 「新穂地域の防災について考えよう」 

■ 参加者 / 新穂地域住民(公募、集落、生活安心部会員、協議会役員)、佐渡市  30名程度 

■ 会 場 / 新穂行政 SC 会議室 

■ 日程・内容(予定) / ７月から 11月までの間に５回程度の開催を計画しています。 

     ワークショップ等も取り入れながら、「新穂地区の防災上の特性」、「日ごろからの備え」、 

「避難」等について話し合います。 

また、「新穂地域防災ガイド」及び「新穂地域防災訓練計画」の策定を検討します。 

■ 応募方法 / 平成 29年７月 10日(月)までに、新穂地域づくり協議会事務局(新穂行政 SC) 

までご連絡ください。 Tel 22-3111  Fax 24-6010  E-mail proud@niibo-sado.com  

ご参加いただく方には、第１回開催通知を送付します。 

※ 報酬、交通費等の支給はありません。 

■ 主催 / 新穂地域づくり協議会 生活安心部会 

■ 共催 / 佐渡市 
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新穂地区防災円卓会議開催実績 

 

１ テーマ / 「新穂地区の防災について考える」 

２ 参加者 / 集落(自主防災会)、公募による応募者、新穂地域づくり協議会役

員・生活安心部会員、新潟県佐渡地域振興局地域整備部治水課・大

野分室、砂防課、NPO 砂防ボランティア協会、佐渡市(総務部防災管

財課、建設課、消防本部、新穂行政 SC)  

３ 開催日程等 /  於：新穂行政サービスセンター 

回 期 日 内 容 

１ 

７／31 (月) 

19時～ 

34人 

1.新穂地区防災円卓会議開催の目的について 

2.新穂地域の概要について 

3.ワークショップ/「新穂地域の防災上の課題を把握しよう」 

・想定される災害種別と被害の内容 

・新穂地域特有の防災上の課題  等 

２ 

８／31(木) 

19時～ 

38人 

1.新穂地域の水防体制と情報の提供について 

2.佐渡市における防災情報の提供と伝達について 

3.ワークショップ /「日頃からの備えについて考えよう」 

・防災に関する情報を知る、学ぶ 

・自らの備えと地域での備え 等 

３ 

９／27(水) 

19時～ 

40人 

1.新穂地域の土砂災害防止体制と情報の提供について 

2.避難及び避難所計画について(要配慮者の応急対応含む) 

3.ワークショップ /「避難について考えよう」 

・避難誘導体制の整備 

・要配慮者等の避難の実効性 

・避難所の運営 等 

４ 

10/24(火) 

19時～ 

36人 

1.新穂地域における「土砂災害警戒区域」「土砂災害特別警戒区

域」の指定について 

2.ワークショップ /「避難について考えよう」 

・避難誘導体制の整備 

・要配慮者等の避難の実効性 

・避難所の運営 等 

５ 

11/22(水) 

19時～ 

35人 

1.「新穂地区防災ガイド(地区防災計画)」の策定について 

2.新穂地区防災訓練の実施について 

計 延べ 183人 - 
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【災害対策基本法】 

(市町村の責務) 

第五条 市町村は、基本理念にのつとり、基礎的な地方公共団体として、当該

市町村の地域並びに当該市町村の住民の生命、身体及び財産を災害から保護

するため、関係機関及び他の地方公共団体の協力を得て、当該市町村の地域

に係る防災に関する計画を作成し、及び法令に基づきこれを実施する責務を

有する。 

 

 (市町村防災会議) 

第十六条 市町村に、当該市町村の地域に係る地域防災計画を作成し、及びそ

の実施を推進するほか、市町村長の諮問に応じて当該市町村の地域に係る防

災に関する重要事項を審議するため、市町村防災会議を置く。 

 

(市町村地域防災計画) 

第四十二条 市町村防災会議(市町村防災会議を設置しない市町村にあつては、

当該市町村の市町村長。以下この条において同じ。)は、防災基本計画に基づ

き、当該市町村の地域に係る市町村地域防災計画を作成し、及び毎年市町村

地域防災計画に検討を加え、必要があると認めるときは、これを修正しなけ

ればならない。この場合において、当該市町村地域防災計画は、防災業務計

画又は当該市町村を包括する都道府県の都道府県地域防災計画に抵触するも

のであつてはならない。 

２ 市町村地域防災計画は、おおむね次に掲げる事項について定めるものとす

る。 

一  (略) 

二   (略) 

三   (略) 

３ 市町村地域防災計画は、前項各号に掲げるもののほか、市町村内の一定の

地区内の居住者及び当該地区に事業所を有する事業者(以下この項及び次条

において「地区居住者等」という。)が共同して行う防災訓練、地区居住者等

による防災活動に必要な物資及び資材の備蓄、災害が発生した場合における

地区居住者等の相互の支援その他の当該地区における防災活動に関する計画

(同条において「地区防災計画」という。)について定めることができる。 
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第四十二条の二 地区居住者等は、共同して、市町村防災会議に対し、市町村

地域防災計画に地区防災計画を定めることを提案することができる。この場

合においては、当該提案に係る地区防災計画の素案を添えなければならない。 

２ 前項の規定による提案(以下この条において「計画提案」という。)は、当

該計画提案に係る地区防災計画の素案の内容が、市町村地域防災計画に抵触

するものでない場合に、内閣府令で定めるところにより行うものとする。 

３ 市町村防災会議は、計画提案が行われたときは、遅滞なく、当該計画提案

を踏まえて市町村地域防災計画に地区防災計画を定める必要があるかどうか

を判断し、その必要があると認めるときは、市町村地域防災計画に地区防災

計画を定めなければならない。 

４ 市町村防災会議は、前項の規定により同項の判断をした結果、計画提案を

踏まえて市町村地域防災計画に地区防災計画を定める必要がないと決定した

ときは、遅滞なく、その旨及びその理由を、当該計画提案をした地区居住者

等に通知しなければならない。 

５ 市町村地域防災計画に地区防災計画が定められた場合においては、当該地

区防災計画に係る地区居住者等は、当該地区防災計画に従い、防災活動を実

施するように努めなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

【消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律】 

第二章 地域防災力の充実強化に関する計画 

第七条 市町村は、災害対策基本法第四十二条第一項に規定する市町村地域防

災計画において、当該市町村の地域に係る地域防災力の充実強化に関する事

項を定め、その実施に努めるものとする。 

２ 市町村は、地区防災計画(災害対策基本法第四十二条第三項に規定する地区

防災計画をいう。次項において同じ。)を定めた地区について、地区居住者等

(同条第三項に規定する地区居住者等をいう。次項において同じ。)の参加の

下、地域防災力を充実強化するための具体的な事業に関する計画を定めるも

のとする。 

３ 地区防災計画が定められた地区の地区居住者等は、市町村に対し、当該地

区の実情を踏まえて前項に規定する事業に関する計画の内容の決定又は変更

をすることを提案することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：地区防災計画ガイドライン) 
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◆ 自主防災会保有 防災資機材一覧(H29.9.30 現在) 

 

                                      新穂舟下自主防災会(市補助 0/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

テント 1張  食事用具 一式  

スコップ 2個  座布団 30枚  

イス 20個     

                     下新穂地区自主防災会(市補助 0/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

テント 2張  ビニールシート 4枚  

武 井 自 主 防 災 会(市補助 1/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

非常持出袋 1個  集会用テント 1張  

非常用品セット 1個     

下 大 野 自 主 防 災 会(市補助 3/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

ヘルメット 100個 各戸 2個、センター5個 発電機 1台  

ハンドマイク 11個 各班長、センター5 個 テーブル 4台 安否確認及び食事用 

強力ライト（懐中電灯） 11個 〃 応急セット 1個  

投光機 3個  自主防災会のぼり 1本  

コードリール 5個  ブルーシート 5枚 大 5 

ラジカセ（ラジオ） 1個  テント 3張 大 2、小 1 

ガスコンロ 1台     
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郷 平 町 自 主 防 災 会(市補助 3/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

発電機 1台 20年資補・避難用 土嚢袋（50入） 1個 20年資補・水防用 

ガソリン携行缶（20ℓ） 1個 20年資補・避難用 リヤカー（折りたたみ式） 1台 22年資補・避難用 

コードリール（30ｍ） 1個 20年資補・避難用 担架（携帯用） 1台 22年資補・救護用 

投光器（50Ｗ） 2個 20年資補・避難用 整理棚 1個 22年資補 

消火器※ 3本 20 年資補・初期消火用 簡易トイレ 1個 23年資補・救護用 

ゴム手袋（3双入） 4個 20年資補 安全背負い具 1個 23年資補・救護用 

ロープ（トラ） 2巻 20年資補・救出用 ハンドマイク 1個 避難用 

ヘルメット 8個 20 年資補・初期消火用 使いきり手袋（100入） 1個  

救急セット 1個 20年資補・救護用 天幕 1枚 14年購入・救護用 

防塵マスク（50 入） 7箱 20年資補・救出用 二段はしご 1個 14年購入・救出用 

作業メガネ 7個 20年資補・救出用 給水タンク 1個 500リットル 

井 内 自 主 防 災 会(市補助 0/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

担架 1台  ポリタンク 20ℓ 2個  

拡声器 1個     

瓜 生 屋 自 主 防 災 会(市補助 3/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

自家用発電機 1台  懐中電灯 6個  

ハンドマイク 2個  投光器 1個  

消火器 1本  防寒服 3着  

土のう（袋） 20枚  コードリール 1個  

担架 1台  ヘルメット 10個  
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正 明 寺 自 主 防 災 会(市補助 3/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

ガス炊飯器 1台  コードリール 1個  

アルミ鍋 2個  蓄光メガホン 1個  

コンロ(鋳物) 1台  インバーター発電機 1台 燃料：ガスボンベ 

クーラーボックス 2個  トランシーバー 3個  

ブルーシート 3枚  懐中電灯 3個  

消火器 2本  折りたたみﾘﾔｶｰ 1台  

灯光器 1個     

潟 上 自 主 防 災 会(市補助 0/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

消火器 1本     

      

青木地区自主防災会(市補助 1/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

消火器 2本  防火用バケツ 5個  

メガホン 1個  ジャッキ（2ｔ） 1基  

バール（大） 1丁  ＡＭラジオ 1個  

作業灯 1個  軍手 12組  

ボルトカッター 1丁  ブルーシート 1枚  

ハンマー（仮枠用） 1丁  ヘルメット 5個  

ハンマー（0.9ｋｇ） 1丁  懐中電灯 2個  

鋸 1丁  ロープ（9mm、15m） １巻  
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長 畝 自 主 防 災 会(市補助 3/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

シート 7枚  土のう袋 160枚  

テント 1式  大鍋 1個  

テントポール押え 6個  屋外用コンロ 1台  

発電機 1台  木炭 10kg  

ＬＥＤライト 2台  一輪車 1台  

延長コード 1台  物置 1基  
ハンドマイク（メガホン） 3台     

内 巻 自 主 防 災 会(市補助 0/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

テント 1張     

島 地 区 自 主 防 災 会(市補助 1/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

ハンドマイク １個  ジョレン 10本  

スコップ 15本 角 5･剣 5･穴明 5 ブルーシート 3枚  

北 方 自 主 防 災 会(市補助 2/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

ヘルメット 20個  バケツ 7個  

飲料水タンク 20ℓ 3個  ブルーシート 3枚 8.9×8.9 

ライト 5個  コードリール 2個  

ヘットライト 2個  発電機 2台  

ハンドマイク 3個  ガソリンタンク 1個 10ℓ 

ロープ 大 1個、小 1個     
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新 穂 自 主 防 災 会(市補助 2/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

簡易トイレ 1個  誘導棒 5本  

カンパン 24缶 期限Ｈ31.2 無線機 2台  

救急箱（20人用） 1個  投光器 2台  

ヘルメット（148型） 5個  メガホン 2個  

保存水 1.5ℓ 8本 ～Ｈ31.2 テーブル 2台  

みそ汁缶 30個 ～Ｈ29 給水タンク 2個  

発電機 1台  ブルーシート 2枚  

馬場集落自主防災会(市補助 0/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

スコップ 3本 水防資機材 木のハンマー 1丁 水防資機材 

ビニールシート 3枚 〃 木のクイ 5本 〃 

ゴザ 2枚 〃 テント 1張 防災資機材 

ナタ 2丁 〃 消火器 2台 〃 

鋸 2丁 〃 炊き出し用大なべ 1個 〃 

三 協 自 主 防 災 会(市補助 2/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

発電機 1台  ビニールシート 2枚  

テント 1張  簡易防災セット 40 ｾｯﾄ 各家庭 40軒 

 

皆川地区自主防災会、上 大 野 自 主 防 災 会、上 新 穂 自 主 防 災 会、田 野 沢 自 主 防 災 会    (市補助 0/3) 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

- - - - - - 
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新穂舟下自主防災会 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

給水用ポリタンク 20ℓ,10個、10ℓ,10個  毛布 10枚  

ポリバケツ（大） 5個  洗面用具 5セット  

ブルーシート 5枚  応急医薬品 2セット  

スコップ 5個  簡易トイレ又ポリ袋 3個  

杭木類 20本  カケヤ 2丁  

ハンマー 2丁     

郷 平 町 自 主 防 災 会 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

ハイゼックス袋※ 100～200枚 炊き出し用 消火器※  有効期限後の備蓄方法 

炊飯装置 1～2台 炊き出し用 ゴムボート 1艘  

ポリタンク（20ℓ） 10個 炊き出し用    

田 野 沢 自 主 防 災 会 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

ブルーシート 5枚  ポリバケツ（フタ付） 3個  

ポリタンク 10ℓ 5個  一輪車 1台  

カセット式発電機 1台     

長 畝 自 主 防 災 会 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

リヤカー 1台  ＡＥＤ 1台  

馬場集落自主防災会 

種類 数量 備考 種類 数量 備考 

飲料水用ポリタンク 20ℓ 2個 防災資機材 バール 2丁 水防資機材 

ロープ 1巻 水防資機材 ハンマー 1丁 水防資機材 

 

今後自主防災会で整備したい防災資機材(H29.9調) 
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